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アゾ染料と有機化学合成





始めに





有機物は人間が加熱、還元、ニトロ化、スルホン化などの操作を加えることで様々な物質を人為的に作ることができることがよく知られています。それにより、自然界では大量に確保できない物質と同等の性質を持つ物質を、工業的に大量に生産できるようになりました。特に平面性六角形の構造を持つベンゼンは、それぞれの頂点にある炭素原子から伸びている水素原子を他の原子や基で置換することで、非常に多種多様な物質を、ベンゼンというたった一つの物質を基本にして作ることができます。そのような変化の多様性に興味を感じ、その中でも基本的と言われている化学染料の合成を先生の勧めもあり、理数科の課題研究の題材とすることにしました。





全体の手順と操作





合成といっても、大抵の場合は目的の物質は一回の反応だけでは作れません。今回も大まかに言って以下のような４つの過程を経て、やっと染料を得ることが出来ます。























※実際は上の操作に加えて「精製」の操作をする必要があったり、中間物質を挟んでいたりするのですが、それは次項以降の説明で書いていきます。ちなみに「精製」の手順を甘く見ていると「失敗」してしまったり、得られる物質が極端に少なかったりすることがあります。





過程1：　ベンゼンを混酸でニトロ化してニトロベンゼンを得る。


過程2：　ニトロベンゼンをスズと塩酸で還元してアニリンを得る


過程3：　アニリンを濃硫酸でスルホン化してスルファニル酸を得る


過程４：　スルファニル酸を塩酸でジアゾ化し、αナフトールやβナフトールとカップリングさせてそれぞれオレンジⅠ、Ⅱを得る。











